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放射性セシウムに着目した県外最終処分の施設成立性：システム設計及び数学モデル検討 

Feasibility study focuses on effects of radioactive cesium on the final disposal site outside Fukushima:  

System design and mathematical model 

〇三成映理子・山田一夫・遠藤和人・大迫政浩（国立環境研究所） 

 

1. はじめに 

福島第一原子力発電所事故後に行われた除染作業によって発生した放射性物質に汚染した廃棄物等

の県外最終処分実現に向けて，放射性セシウム（Cs-137のみを想定）による放射線影響を評価・検討し，

合理的な処理・処分方法を踏まえた処分システムとなり得ることを示す必要がある。本研究では県外最

終処分による放射線影響を定量的に評価するために，飛灰洗浄，吸着処理，安定固定化処理，維持管理

期間といった最終処分までの一連の流れを構成する多様な個別のプロセスとそこに係るパラメータを

分類し，その中でも影響が大きい安定化体（最終処分される廃棄体）からの Cs-137 の溶出量，溶出期

間，人工バリアの厚さに着目し，長期的な処分システムの安全評価を実施した。安全評価の結果をもっ

て県外最終処分の安全性の判断材料を提供することは，県外最終処分システムの施設成立性を評価する

うえでは有効な方法といえる。処分システムの数学モデルの設定および安全評価結果を踏まえ，施設成

立性の観点からの処分場への要求性能を整理・報告する。 

2. 計算条件 

安定化体の総量 1,000 m3，Cs-137のインベントリは 2.0×107 Bq/kgと仮定して，感度解析的に，Cs-137

の累積溶出量を 1, 5, 20 %，溶出量に達するまでの溶出期間を 5, 10, 20年と設定，人工バリアの厚さ 0～

2 m，と変化させた様々な条件設定下で，処分時のモデルとなる人の被ばく量を比較検討した。処分シス

テム及び Cs-137 の移行経路の概略図と数学モデルを図 1 に示す。本検討において用いたパラメータは

浅地中処分の安全評価手法:2016[1]の参考値を用いて設定し，施設成立性を検証するために，溶出率や溶

出年数といった特性を変化させたケースや，人工バリアの厚さを変化させたケースといった多数の評価

ケースについて，二つの内部被ばく経路を考慮した際の線量の時間変化を比較した。 

3. 結果および考察 

本検討によって，今後の県外最終処分システムの数学モデルの在り方を示すことができ，安定化体か

らの溶出特性，処分施設立地環境，処分施設の移行抑制性能，評価点といった様々なパラメータを考慮

した安全評価が可能であることを示すことができた。また，溶出量の設定は，今後の安定化体等の研究

成果によって変化するため，本検討の結果とは差が生じる可能性もあることから，今後も最新の成果を

取り入れた体系的な評価・分析が必要である。 
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図 1. 安全評価で想定する処分システムから人が被ばくするまでの Cs-137移行経路の概略図と数学モデル 
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